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第3表　入所者の年齢構成（％）

謎・一瓶」針一論1犠釧態司1磁葬摘刺18－19 1柚
保　育　所　　φ
養　　∵㍉護

肢体不自由児

精　、』薄

晦　弱L児
盲ろうあ
教　護　院

8．7

3．8r
O，2

87．1　　　3．7

　　　19．6
9．8　　27．0

0．6　　10．3
11．1　　　12．8

3，2　　11．1

　　　　2，2

22，2　　27．0　　7，6

27，2　　24．0　　10．0

2L8　　36，0　　25．9
39．8　　　　　30．1　　　　　　5．7

20．2　　3L9　　27．8
17、7　　50，7　　28．5

0，4

1．8

5．4

0，5

5．8

0．9

φ
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年齢の巾が広いのは養護と肢体不自由児施設，二狭いのは

保育所で殆んどが3～5歳までめ低年囎になっズい
る。 一　　『 』

　多くの施設は12～翼歳が多く， 教護院では50％その他

は30％内外を占めていたる
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第4表　給食部門の所属（％）
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第昼表 保育所に於ける収容人員別給食部門り所属（％）
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　gO呑沫での施設では直属と毎實系統が略同率で％づっ

鱒め更いる興対し・91人堤碗設では曝のとこ

ろ参断然多く蓼っている。「そゐ他」は主として町役場

等従属しているものであり，鵯” 属が2つ以上とあるのは

蘇と傭維とか，直厩翻系統というよ 砿∫命

令系統醐確になっていない施枷鵬である6離公
稚別に給飾門の所属をみると瀧設賄属は私立に

多く課育系統に属しズいるのは公立1ど多く禍縦．

（知一2表）∴　 r・㌧往

　どの部門に所属するのがよいかは，それぞれの施設の一

歴史や特質等によって一概にはいえないが， 給食に関す
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っていたが，糖薄施設では約半数が．』養護施設では穂が

栄養士の担当になっている1にすぎない。［

　保育所では調理師が当っている処が最も多く（27，3％〉

栄養士または保母がそれぞれ同率で約20％となってい

た。またこれを公私立別にみてみたが，両者め間に殆ん

ど差異は認められなかった。（第6－3表）教護院，盲ろう

あ施設でも保母担当がそれぞれ39．3％，27．3％であった。

　給食の主軸をなす献立作成は，栄養士の主要な業務の

1つであり，栄養士の担当が当然と思われるが， 児童福

祉施設に於てはなかなか実行されていない。献立の条件

は栄養が質，量どもに充たされていることは勿論，四季

折々の季節感をもち，子供に楽しみとうるおいを与え，

しかも一方では経済的配慮もしなけれぱならない。この

ような献立の条件を考えると多忙な業務の傍に保母や調

理節が作成することの困難さが懸念される。

　③調理担当者

　調理の担当を調理員（調理師または調理人）だけで担

当している施設は保育所，教護院，盲ろうあでは70％以

上で最も多く，栄養士と調理員の協力による処が肢体不

自由児施設の62、5％，虚弱児施設でも1施設の他はすべ

て，この組合せであったo（第7表）

第了表　調理担当者　（％）

保　育　所

養　　　護
肢体不自．由児

精　　 薄

虚　弱　児

盲ろうあ
教　護　院

調理員

70．6

56．1

32．5

44．5

11．1

72．1

75．8

［保母

13，4

4，9

　0

1．9

　0

　、0

3．Q

1燃士
1．2

0
　0

0
0
0
0

1栄養士
調理員

4．4

18．2

62．5

40．6

88．9

11，1

12，1

保　　母

調理員
5．8

13，4

2．5

9．3

　0

5．6

9，1

13種以上

0．9

3．7

2．5

　0

　0

5．6

　0

［その他1不

0。3

3．7

　0

　0

　0

5．6

　0

明

3．5

　0

　0

3．7

　0

　0

　0

　また保母だけで，或いは保母と調理員で調理を担当し

ている施設は保育所と養護施設に2g％毒度みられた。

　保育と調理の二つの業務を兼ねるヒとはどうであろう

か，このような勤務態勢は8年後の今日果してどのよう

な変化がもたらされているか更に追及していきたい。

　④調理担当者数

　調理要員の人数は調理負の技術，能力におう処が大き

いが～調理室の物理的環愛や設億調理翠具そして献立

等にも左右される因子が大きい。

　対象数の多かった保育所について収容人員と，調理担

当者数を見てみると第8表のようである。記入なしが多

いので，はっきりしたことはいえないが，給食人員120人

までは専任調理員1人，121人以上は2人が多くまた61

人以上の施設でも兼任者だけで調理を担当して魁る保育

所がみられるのは，給食部門の貧弱さのあらわれではな

かろうか。

　保育所についての49年のs，資料では1保育所当り調理

員数は総平均でL37（専任1．34人，兼任0．03）となって

いた。

　3．献立について

　①献立のたて方

　献立は大体1週間，10日，1ヵ月単位で作成する場合が

多い。対象施設では第9表のように殆んどの施設では1

週問または10日単位でつくる場合が多かったが， 保育所

では1ヵ月単位で作成している処が77％を占めていた。

　次に第10表に示した栄養価計箕は殆んどの施設が行っ

第8表　保育所に於ける調理担当者数　（％）

担当者数
　　　　　　専　　（人）

任

収容数（人）
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1．1

　0

　0

　0

5．0

12．2

16，3

19，0

12，5

1
2
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3

2
1 穆1その他

0，6　0，6
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　0 4．1
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0．6

0
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不明
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を備え， しか も献立泰務の合理化をも考慮 した献立作成

はどの よう，な方法がよいのであろうか。、』

食構成漢十分に検討されていれば，栄養価計算は10日

に一度位熱量，蛋白質，脂肪までのものを，：二微量成分ま

での計算は月1回位でよいのではなかろケかゴ

　②　献立作成に参考としているも「のき。
、

　献立作成の参考には第11表のよケに保育所では本また

は雑誌，1献立カード，共同献立，保健所；市役所等の指導

がそれぞれ35％内外を占め， 作成のための園向志の協力

や指導機関の指導助雷等がなされていた力輸収容施設で

は本または雑誌によ るものが大部分を占め1（66，7四100）

次いで独自の目安，経験，』これまでの繰返し等となって

諮り，孤軍奮斗の姿が見われた。

　収容施設には県i市，保健所等による指導や，各施設

間の協力が一層望まれるら’

　③　献立作成者がもっている間題鳥感想など。

献立作成者に対し，献立作成に興味があるかどうか，

また苦労等にっレ）て聞レ、・た処，「興味がある』或いに「苦

労が多レ）湖興睡摂ある」、≧答奥準ものは第11表のよラ

で，最高は盲ろうあ施設の88．9％，次いで肢体不自由児

施設、教護院，尿育所となって，いずれも髭以上を声め

ていた。

第12表　講習会への出席　（％）

保　　・育　　 所

養　　　　　護

肢体不自．由児
精　　　、1薄・

虚．、1弱　 1児

．蒼、ろ　う． あ

教　　護1． 院

席ていない 出席

ている

回．　　数　　（回）

不　明

・一2
1
3－41 5～6 7～11 i12～

312　　　　　87』5上’　　　48．2

8．5…　　　86．6　　　　54，9

7．5　邑90・9．、　27・8

7．4　　　　、88．9 　　　56．3

11． 1　　　　・88，9　　　　　50，0

　0　』r94・4、 　82・4

12．1　．1187・ 9 　48・3

18．6

21．1

27．8

20．8

50．0

11．8

24．2

10．6

11．3

13．9

12，5

　0

　0

10，3

7．0　　　15．6

4．2　　　　8。5

19．4　　　　 11．1

6．3　　　4．1

　0　　　　0
　0　　　5．8
6．9　　　 ：10．3

9，3

4，9

2，5

317

　0

翫6

、0

1献立に苦労する理由は養護施設は対象児の年齢の開き

が大きく，献立作成に未熟なために苦労する。教護院で

は人手不足，対象児が大食である等，精薄施設では対象

児の体位が劣り，・かつ献立に各種の制約があるのに対し

人手不足，材料費が安すぎる。栄養士の経験が浅く献立

に対し調理員からの文句が多い等の理由があげられてい

た。

　灘作底は当熱綱理彦）問題につながるわけであるが，

調理員の問題嵐としてあげられたものを主として保育所

についてみると次のよちである。

匿a　調翠尽の経験年教が少ない。

　d 給料が安レ、。コ

　　　　　　よ　c　人手木足
、、

　・b一未熟な調理員が多いのに訓練が出来ないQ

等あこと卵デら麹1’た・

　④研修嬉？いて㍉

蹄立作戦鐸麟餉上のためにどのような工夫が

なされて蜂飾磨寿・醐齢認会或レ’は学
会等への晦聯壕のよう酪鰍とも9・脚後描
なわれており』 全然出席していない施設は僅かであった。

　出席する回数は（第12－2。3表）肢体不自由児施設（27．8

％）と虚弱児施設（50％）が年1～2回と3～4回が同

率であった他は年1～盆回が多塑った。

また騨所職員の調斜の出席について・公私立別

にみると両者の問に胤ど差異はみζめ拠夢つた
魁出席回鵜私立りほう煙魑し噸鯵み拠た・
　出席する会は県，市，郡主催の各種研修会，講習会，

保健所主催のもの，県・市・郡の保育連盟 （連合会）主

催のもの，児童福祉施設関係のもの，栄養土会嘉調理師

会，．栄養改善学会等があげられていた。

　⑤　子供によろこばれた献立名

　保育所給食に於て園児によろこばれた献立名をあげて

第12－2表　講習会への出席

1してい司していない1不明

公

私

立L坐」『2・9
立い5・4 1・・5

9．7

、391』

第12－3表　講習会への出席回数・

　　L一要1遡17－11112－1坐

墾3・gI1乞11
1生51…

私立133・912L511…lg・2116・21g・21…
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∫聾鱗耀旨蘇ーネ1 明

P　‘■．　　　 　・《
k凝訂1』1鳳 r㌧’ ‘＄5．

二、錦 ？71311瀞一㌃ 爆8．3ン

肢 体 不自由児牛・二・マ5，0・・ 17．5 』7．5

精　・　　い薄…r

滋．の 弱菰 卿

曳亙∫7験　r55＝61一

μ

輝～．』14如．。．　　3．7、粥・マ聡1

　　σ

1盲でろ姿曇 あ瀞 88．9 5，6、 5．6、

、教
二護窯　　　

い丁

』院＝ポ「∴融β・ 、ね2ポゴ 』3ゆ’

　　、∫　、

．雌戦亀？レゆ鞭鞭ためであろう力澱

，，

備な点攣鰍力騨であ鰯、じ
　食樽放の塞準がつくられて一おり1比較的乞とのった回

『’ が得られ1た保育所27ヵ所に於ける鱒成を第矩表に蒸

し準。3～臓懸翼用咳れて暁孕鹿灘塑
・∈二ぼ次表のようになる麗こ衆ぱ厚生劣獅告の食品携成㍗め

線に浴ちた喝あである‘．5』↑　　　 “　　 ‘・ ～＼

11・・綿φ購不　
し・～：1

・、・
fジ みも
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第15衷　保育所に於ける食構成（27ヵ所）（3～5歳）　　第16表　食品の購入　（％）

食品群 窪婁）1劉食品群 分量
（％）％

1乳 網一
野　　菜

果 実

50
7．4

0．7

3．マ

4．8

．7

．7

．7

卵、・魚

・豆

　30
0～49
0～59
0～

0～

11．1

4．4

．4

．7

．7

　60
70

80

90

100

11Q

　　　10～20

　　　　35穀　類
　　　　50
　　　　70

48．1

3．7

3．7

3．7

　　　3～544．4
さとう　6～818．5
　　　9～11　7．4

　　　　20
芋』類　

30

　　　　40
　　　　50

7．4

40，7

7，4

14．8

　　　3～551，9
油「 脂16～814。8
　　　9～10　3．7

　新鮮な材料を安価に購入

することは1よい給食のた

めの必要条件であるが，無

、記入が非常に多いこと，商

店からの購入が多いこ とは

良質の食品を少しでも安価

に購入しようとする熱意が

乏しい施設が多いのではな

いかと懸念されるが，人手

不足或いは役所側に原因が

瞳1共同酬劉無記入

保　育一所 4．7 9．3 4』9 44；8 36ξ3

養　　　　護 3．7 17．1 1．2　43．9 1．2

肢体不自由児 37．5 7．5 2，5　35．0 15．O

精　　　薄 7．4 5．6 3．7　50，0 33．3

虚　弱　児 11．1
1111

0　55，6 22．2

盲ろ　うあ 22．2 5．6 5．6　61．1 1．2

教　護　院 15．2 9．1 3．0　33．3 33．4

穀 　類　10～209
いも類 　30
砂糖類　3～5
油　　月旨　　類　 　　3～　5

豊。魚●肉｝4・一9・

スキムミルク　　　22

藁』さ墨｝6・

あるのかも知れない。 （第16表）

給食数が比較的多い肢体不自由児施設では約麺が入札

で，養護施設では17％程度の施設で市場への買出しをお

こなっていた。しかし何れの施設でも，1つだけの方法

で購入している場合は少なく，2つ或いは3つの方法を

併用している処が多かった。

8，　給食設備と器具

①給食設備について
給食設備は給食人員と予鎌，施設長ら管理者の給食に

対する熱意に深い関係があるが，対象施設に於ては第17

表のようにいずれの施設でも必要な盟具が十分備わって

いない揚合が多い。しがし中では肢体不自由児施設が各

種調理器具の充足率が高くなっている。保育所では給食

が昼食だけに限られているので，他の施設に比し概ね充

足率は低い。即ち，調理に必要な調理台，ガスレソジ，

配膳台の充足率は50％前後，冷蔵庫，食器消糠賠等食品

衛生上必要耀具でさ禅年の時点では43β％・⑯9％

と極めて低い。また公私立別にみると第17－2表のよう

で，私立が公立より調理器具の充足率は高くなってい

る。虚弱児施設では施設の性格であろうか，オーブン，

食盤消毒器，冷蔵庵の充足率が高かった。

調理室の流しは下洗い用と上洗い用が区別されている

ことが望ましいが，両者兼用のところが15鼻444％程度

もみられた。盲ろうあ施設では対象施設数が少ないの

で，これをもって速断することは避けなけれぼならない

第1了表給食設備及び羅具 （％）

保育所
養　護
肢一
不自由児

精　藩
虚弱児
盲ろうあ

教護院

ポ

ピテ
1ト

ラ

ロ

2．0

15．9

60．0

合
成
調
理
機

秤

2・β 75．3

11，0　　76，8

80，0

．20．4、40〕7

22．2　．44．4

　0　　0
27．3　　39．4

55．0

50．0

．11，1

77．8

42．4

冷

蔵

庫

43．3

79．3

100．0

食
器
消
砥
機

16．9

42．7

87．5

ガ

ス
レ

ソ

ジ

41，6

56．1

97，5

100．0　　66． 7・　66，7

100．O　r88，9　　77．8

100．0　61，1　
16i7

97，0・　69．7　　66．7

調

理

台

61．1

82．9

100．0

98．2

88．9

88．9

97．0

配

膳

台

50，3

68，3

97．5

79，β

88．9

77．8

81．8

流
　し

上
兼下
用

27．9

14．6

15．0

25．9

22．2

44．4

21．2

　ミ
ミル
キク

サ1

23．0

18．3

47．5

31．5

44．4

22．2

21．2

ノレ

ク

専
用
釜

22，4

7．3

17．5

1L1

　0

16，7

9．1

フ

ラ

イ

ヤ
1

3．5

29．3

92．5

才

1
ブ

ソ

平 丸

釜二 釜

6．743．048．3

46．3 r46．3 47．D

67．5 67，5 二55，0

53・740・763・0凋5． β

44．4　 77．8　55，6、44．4

55・6 16・7 72，255，6
45，5　　39．4　　66，7　　72．7
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、山内他鐘児童福祉施設における給食にっし：・て（1）

ゴ第1了一←2表ン保「蒔所における公私立別給食設備、、．卜：（％）
一

、r

』』舗r一
剛ドllト

PCドr、．U一．・r，、

ボ

1ト

ラ

㌔1．1

成ン．

調
理

　’冷
き

秤　蔵
1・器ぐ、

消
毒’

・機

1曽’

レ．、

ソ、

調
，・理

1しこ』

台

｝㌧’1一二’7♪、ノ
配 　一流 　モ

　、しミル
膳　　上・ キ客へ

　 兼下凸サ
．A．

・ノレ

ク

用”
f釜・

ラ．

イ
！ヤ＿
1rl

』｛ブrr
トリ ヘ

、釜
＿

公・立　 1．9』LO 4盛5・捻マ』2、1丘b 46．4ζ’74，9 r6fゴ4ぐ79117二！29』Oて珍2こ郭煽ピ3じ

私立・　3．8　6．281．5・．55．422－31じ：62．錐85・469・287・7』3L523・1　5・4　5・462・3 70・8

が瀧設畷も鵜が解飾っ．た・△、ア湿』1碑寧使匙て騒騨は鑛鴛．：も！プ％纏界
rr② 』是非ほしい器具r・、．二但㌧』，・r』．

・ 二保育所養護施設梵は犀ヲ匡ぱしい累県とレて秤㌧ 木型　　油が多かっ湊舜ぞ璽他傷買所でぱ蒜≧悟5の葵3澄、多晃

冷蔵庫，♪ 食羅洗漁器箏があげられて恥た⇒㍉購体不貴由 　少歎倒で慰あ蚤が軍箏産蒸気を僖吊島で』渦輝誰直あっ

児施設では消毒保管庫を望む虜が27・5％あ？な6、 ぞ㊧他　　た。（第廻衷≧i謝」じ・詑乞づ♪、
、、

少数例ではあるが，自動炊飯器・保温設備付配礎台ε軍　　、」燃料辱？埣て1享ダ1こ璽時庫が乾現在葦で琴斐常参蒙化

子曜蝿が要鰹璽瞭び （第1呂表）rぜ「1』「ゴ 痔 朔鱒批馳鱒顧 ギ， ；
1
際 ：酪・．

茅！8毒 牽邦レy）器具’∵．（紛．

　 大
　 型一

隻 秤．』冷

　蔵　」／ 軍

，食、

器

洗
浪
機

、　　フ回ガ1オレr 　 ラ・r 駐ス・

毒樹手i転盗
　ソ、』1．釜器．釜

〆嚇舳3・＄1載922・4

　　76．8㌘9．
3’ 17

7，3

　　　10．0．；い 自由児　 　
㌧’ 薄 ．19ガ3乳3．34

　　11．1　　　　　　
いん

盲ろうあ ．　　 22．2
　しヤトセ

教・蔑院　6・‡、9；13ゆ

ぐ6，17

1廷．8

9．1

♀ミ3㌘L9

3．0 ．3．0

レ．

1ゾ』

ミ

ミル

卑ク
サ
ロ

2・』5、、．． 2・5

　　イ

6甲1

集1

一』’ 2i1

ミ皮
キむ
サ』Lぎ

i機

2』5

1・3．7

合　ピ　扇ピ 』擬1 洗』電 魚

成i　　　子調』＿ ．風・　　・ レニ焼
理　フ厄’一　　　　．ソ

1

機　　翫機レ　　、機1；『ジ　1器『

1215

3．7

2．5

炉㌧・ルr；

rq・1

2．5

1，9

310

1．9

2．5

3．7

5．10

3臼 0

7．5

　 るドい

消 食、保
毒～ 品； り温
保、 1保配設
管…管り膳備
｝犀・庫y車付　

27r5『一・・1・§』5

　　c　’
．Vi　・・■、 』ン

、、、睾吼1

　5．5、
9，－021な2

第19表調理室で使用している燃料　（％）

ぼ『 11 『〆

，　　■ 一㌧　『　　

都布ガス1 プ邑鱈 辺「 篭． 〆．．脚 ，濱 油 石　　炭 その他・ 不 明
・　‘．パ』 「、”

「』 ・育　 所1

　養 　．護・
嫁体不帥児死．

ζ踏・ モ内、・瓢

ン膨』蔵』㌧鬼

．教［護 1院．、

　rl・1133

　、』』22，q

・；．、rl22臼5

　 2212『

　1L1
　11310一

　59．8

72．5

88．9　

』㌔

84．8

、66．9㌔… 47こ2
　　　　3．7

　　　
　　’　　　

　　　、，1，9
　　■’11』1

　　　 16』1

3－7

378、 ・4．9

　　　3．7

　　　9，3
　　 22．2㌧

　　24．2

0，9、

2．4

1，9

3．0 …　・

即餌 ・

工1．q』

40．0　　、

1111』

3．0

’　　　』　　　　1　　F　　　』　■

・1鞭国，ず・．真4・6

i．“　　‘，ド

。、

一、Y』病慈ひ

』w・rま己』と め．～
、1

　われ醜は児童福祉施設給食め現状を調査しヂ 轄の
方途を探りた》’ξ考えた。，〆 』』・現』1一 ∵マ

∴・既良昭和必年に全国の保育所1”養護施設， 肢体不自由

』児施設ヲ． 1精簿施設罫盲ろうあ施設，1教護院について調査

し醐 親表になっていたので’こ纏まと 解學マ、』・

幕と して報告する・ また52年度にセホ保漸の給鯵醐 自
査を実施する礁これと合わせて比較蹄じ1ン1輝感☆

戦灘饗灘膿1難誇
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　回答を寄せられた保育所の中，60％は公立で園児の収

饗数60人肝の施課が郷と 胤多く，そ9聯どカ1 3

伊5歳児であった。

鵜食部門の長は園長直属の施課が多く （39紛特に9L
人以上収容している園に多かった。また公私立割にみる

と私立に園長直属が多く公立に保育系統に属す，る施設が

多かった。＝r　 　111　，．r、こ

　給食業務の費任者，献立作成者はどもに調理師である

場合が多く （38．75∴27』3）また献立亭調理に保母が動員

されている施設が比較的多ぐみられだめに対し，1・栄養士

の充足率は極めて低がった6（7．31r20．1％）・

　また給食人員が61人以上の施設でも，L調理が兼務者に

よっておこなわれていることなども問題であろぢ。

献立作成には本，雑誌， 献立カードなどを参考にして

いるのは勿論であるが，共同献立の利用や，保健所， 役

所等の指導も比較的よくなされていた（38，4，32，8％）

が，子供のたべ方に問題があるどか，栄養学や調理の勉

撃が即な磯のた賦献華成に苦餓下いうとい

婚描鋤った・　　 ，、．口・’1労養価は％の施設が毎月計算して茜りバまわ稀の施設

はビタミソ∫無機質の計箕までしていたひ

　調理員に対する問題どして次めヒとがあげられてい

た。

摯醜員の鰍年卿沙ない・

　b給料力書安レ、

　・．厨㌍
　d 未熟な調理員が多いのに訓練が出来ないo

献立械禰騨御向上のためにとられている方法

として各種研修会，講習会に90％の施設が出席させてお

り，出席回数は年1～2回が約半数を占め最も多かっ

福 　〆♂、

　子供によろこばれた献立はカレー料理（40％），　スパ

ゲテ諸㌧焼ソ！ミて7％）サラダ（8，7％）で多かった。

　気ギム・ミノけめ使用は全対象施設中保育所が最も多

・く・ ⑨o紛岬及欄理用として用いられて・対象
が変硫ため咳ろうか⑳年調査セこ比嘱率であっ
た。

　給傘の栄養基準は80％の施設で厚生省基準を実施して

いた。また食構成に対する理解が十分でない施設が多か

ったが，’保育所関係からは比較的ととのった回答が寄せ

ちれておりジr厚生省勧告にしたがったものが多かった。

今後食構成に対する理解を深め，運罵が上手に出来れば

献立作成に大いに役立つと思われる占

　保育所で曝給食回数が1日1回で，．蛤食歎の少ない施

設が多いためか，収容施設に比較じて給食材料は商店か

　らの購入が多いこと，給食設備の貧弱な施設が多い劃と

　などの問題があげられる。また燃料はブ戸パソを使用し

ている施設が多く（66，9％），少数例ではあるが薪の使

用もみられた占

　これらにつ“ては8年後の今日，相当充実していると

．』 われてい為ので乳現状報告は第2報で詳述したい。

じ2．収容施設
　先にあげた6種の児童収容施設について調査したが，

主として回収率が高く，対象数ゐ多からた養護‘r、肢体不

　自由児，精薄施設を中心にまとめズみると，『肢体不自由

児施設は公立が％を占め1収容人員5σ福100，・100弓）150

の施設が各々約半数づつ宅あらだが，養護， 精薄はとも

に私立が多くジがづ100人以下の施設が多かっFた。（81，

7，68，5）

　給食部門の所属をみると精薄施設では事務系統と直属

がほぼ同率，肢体不自由児施設ではその殆んどが寮務系

統に属していた他は，施設長直属が多かった。ひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドドゾ　
　いずれに所属するにしても，給食に関する命令系統，

問題点の把握，責任の所在の明確化は充実した給食をお

真なうために是非とも必要であ為尊思餐為る。

　給食責任者及び献立作成者曝虚弱児施設，肢体不自由

児鰍では燃士であ腸食が鋤逸ク礁嘩町
は既調邸その他が当っズい趨令覧麟郷

　』調理璽畢当が調理員の蝕肢体不卑由児と虚寓児施課

r必は栄獲‡と調理員の組合せが多く，また殆んどめ施設

では少数例ではあるが，保母も疸当していた。

　三食徽堺則である収容鰍では・臼二々遡と瀬

栄養のすべてを園からの給食によづているのであ為が

ら，献立作成及び調理に対する重要性は保育所より遙か

に高い。

　　しかし献立作成に当って保健所その他指導機関による

指導，成いは施設間の協力等はあまりみられず，本また

雑誌を参考にする他，独自の目安，経験，これ までの繰

返し等孤軍奮斗している施設が多かった。

　収容施設間の共同献立，共同研究或いは指導機関にホ

る親切な指轟協力が望まれる。献立作成は苦労であるが

面白いとする意見が多く，苦労する点は養護施設では対

象犀の年齢の開きが大きい。献立作成に未熟であ斎。精

薄施設では対象児の体位が劣り，献立にいろいろめ制約

があるのに対し人手不足，材料費が安すぎる。栄養士の

経験が浅く，調理員からの文句が多“等の理由があげら

れていた。

　研修会や講習会，学会等への出席砿90％程度の施設で

出席させており，出席する回数は年・1～2回というのが

多かったが，肢体不自由児施設（27．8％）虚弱児施設
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山内他。児壷福祉施設における給食について（1）

　（50％）では年3～4回位いで同率であった。

　子供に好まれた献立は回答数が少なく保育所の．ように

はっきりつかめないが，やはり二，カレーライス，サソ ド・

イッチ，サラタ：等が好まれていた。

　栄養基準については虚弱児施設は別に基準を作うてい

る施設が44．4％にみられたが，他の施設の多くは厚生省

基準に従づていたo（74～89％）

　食晶の購入は商店からの購入が多かうた魁比較的給

食数の多い肢体不自由児施設では約穂の施設が入札で，

養護施設の17％が市場への買出しがおこなわれていたが

購入方法はいくつかを併用している場合が多b。

　給食設備及び器具の充足率は一般に保育所に比し高か

った。特に肢体不自由児施設は比較的よぐととのえられ

ていた。

　是非ほしい器具として、は保育所と同様秤，、大型冷蔵

庫・食盟沸灘器・消毒保管庫等があげられており・ 少歎

例マ1まある湖自動炊璽器，保温設備付犀膳台，．軍子ヒン

ジ等があげられていた。これらの設備はその後相当充実

している筈であるので，52年度ふら再び同様の調査を牌

施して改善ゐ方途を持っズいきたいと考えている。

御励警？押柳醜祉繰会咽し閑翻す
る。
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